
～ひなまつり～ 

３月３日は女の子の成長と健康を願う行事です。ひな人形や、ももの花、ひしもちなどを飾って 

お祝いをします。この日に食べる「ひなあられ」は関東風・うるち米をそのままの形で膨らませた 

甘い味付けと、関西風で・もち米を使った丸いあられ、いろいろな味付けと違いがあります。 

～春分の日～ 

                本格的な春が始まる最初の日です。（３月２０日）この日の前と後ろの３日間を合わせて「お彼岸」と 

いい、家でご先祖様をお祀りしてお墓参りをします。 

～お花見～ 

昔ながらのお花見は桜の木の下でごちそうを食べたり、お酒をのんだりしてみんなで楽しむ行事でした。しかし、お花見で

鑑賞することの多い「ソメイヨシノ」。寿命が６０年程度ではないかといわれています。現在では環境によって早く枯れて 

しまうこともあるようです。 

☆そんな桜の木を守るためにこどもに伝えたいお花見マナー☆ 

 ・桜の木の根元にはレジャーシートを敷かない 

土を踏み固めてしまうことにより、呼吸や栄養の接種を妨げてしまう可能性があります。 

木にぶつける危険性もあるので、離れた広い場所で楽しみましょう。 

 ・桜の木を痛める行為は厳禁 

桜の木を折る、揺らすといった行為は絶対に避けましょう。あくまでも「触れず、目で見て楽しむ」ようにしましょう。 

 ・桜の木に焼き肉やバーベキューの煙をあてない 

空気汚染にも弱い品種だといわれています。煙が桜の木に当たらない位置で行いましょう。そもそもそのお花見の場所

でバーベキュー等が許可されているかどうかも確認が必要です。 

 ・木の近くで飲み物を捨てない 

桜が欲する水分は真水です。「水分だから…」と残った飲み物をこぼしていくようなことはしないようにしましょう。 

その他のごみもしっかり持ち帰り、お花見前のもとの状態に戻すようにしましょう。守るべきマナーをこどもと一緒に 

考えること、伝えることで自然そのもののありがたさ、美しさを一層感じ取れるお花見にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『こどもにつたえる 日本の行事・春』 

 

』 

 

～端午の節句～ 

５月５日、男の子の誕生を祝うとともに、その健やかな成長を願う行事です。 

 ・こいのぼり…生命力の強さ 立身出世の象徴 

 ・かしわもち…子孫繁栄         ・ちまき…厄除け 

 ・しょうぶ湯…魔除け 強い香りによる厄払い （葉の形が剣のようである） 

皆さんはどのように新年を迎えましたか？日本では昔から自然の恵みに感謝するお祭りとか、 

いろいろな行事がおこなわれてきました。お正月もそのひとつです。 

さて、まだまだ寒い日が続いていますが、暦では 2月３日（立春）から春です。今年は２月２日が「節分」です。 

節分とは「季節を分ける」という意味があり、その中でも春の節分は「鬼は外、福は内」と声をかけながら豆まきをして、悪い

ことを家から追い払う行事です。そしてその次の日からは新年の始まり、新しい季節‘春‘となります。       事務 間嶋 

 

これらの行事は昔から伝わっている日本の文化です。行事やイベントを通してお子さんに伝えていく、

というのも子育ての大事な一環なのではないでしょうか。ぜひお子さんと一緒に楽しみながら季節を 

感じてくださいね！ 



 

 様々な感染症が流行するこの季節、家族さんから、「坐薬を使うタイミングは？」「どこまでならお家で

様子見ていいの？」「風邪薬飲んでいるのによくならない」などのお声を聞くことがありました。 

そこで今回はお子さんをお家で看る中での疑問に対していくつかお答えします。 看護師 武田 

坐薬（とん服）っていつ使ったらいいの？  

熱がなくても使っていいの？ 

 

 

 

坐薬（とん服）＝解熱鎮痛剤 

☞坐薬やとん服の飲み薬は①熱を下げる ②痛みを和らげる 主に２つの効果があります！ 

＜坐薬（とん服）使用の目安＞ 

・熱が３８．５℃以上のとき 

※熱が３８．５℃以下の場合でも、ぐったりしてしんどそうな時、機嫌が悪い時、ミルクやごはん

が食べられないときは使ってあげましょう！ 

・喉や頭が痛いとき 

     熱が高くても機嫌が良ければ使わなくでもかみません。      

どんな症状が続く時に 

もう一度来たらいいの？ 
 

＜再受診の目安＞ 

・熱が続く時 

・水分が取れない、ミルクが飲めないとき 

・咳がひどくなってきた 

・１日に数回吐くとき 

・ぐったりしていて元気がないとき 

・機嫌が悪いとき      

 

 
その他にも気に

なることがあれば

受診しましょう！ 

 

「熱が高い時にみてもらったほうが  

いいんじゃないの？」 

「受診時にとん服で熱が下がって   

いたら検査とかしてもらえないん    

じゃないの？」といった声もよく聞かれ

ますが、決してそんなことはないです。

お熱が高い時には、受診前でも坐薬 

など、とん服を使って早めに熱を下げ

てあげましょう！ 

あけましておめでとうございます。 

最近は年齢もあり、一年一年が早く過ぎていきます。何かこの一年自分が成長したかを自問することも少なく  

なってきていて不安です。日々、昨日と違った新しいことを考え、実践していくことをこれからも目標にしていき

たいと考えています。私とは違い、子供たちは日々成長していく存在であり、本当に羨ましく思います。その成長

は、どこから来るかといえば、たくさんの小さな山や壁を乗り越えていくことで生み出されていくものと考えます。

その山や壁には痛みや悲しみもつきものです。関わる一人ひとりが一緒に泣き、共感する。そのことで、前に進む

勇気が生まれ、頑張りにつながっていくものと思います。そっと見守る、一緒に歩く、時には助けることで登り  

きった時、登り終えた時によく頑張ったねと褒める、一緒に喜ぶことです。半分しか登れなくても頑張ったことを

褒めてあげましょう。そして、また次の山があります。その繰り返しで大きく成長していくのだと思います。   

できるだけ小さなうちに小さなことをたくさん経験していくことが大切です。周りの大人が、今の小さな山に  

気づき、見守り、一緒に悲しみ、喜んで、そして褒める目を持って行けるといいのかな、と考えています。 

皆様にとりまして、今年も良い一年でありますように。 
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いまさらだけど

再確認！ 


